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平
成
30
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
川
越
教
育
長

が
、
福
生
市
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

我
が
国
の
未
来
、
そ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
夢
と
志
に
向
か
っ
て
頑
張

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
、
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

社
会
全
体
で
、
子
ど
も
を
育
む

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
は
、

学
校
教
育
の
土
台
と
な
る
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

価
値
を
認
識
し
、
か
つ
他
者
の

価
値
も
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
自
信
を
持
っ

て
成
長
し
、
よ
り
よ
い
社
会
の

担
い
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
福
生
市
教
育
委
員
会
は
、

引
き
続
き
そ
の
環
境
づ
く
り
に

全
力
で
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
方
針
１
「
子
ど
も
た
ち

の
『
生
き
る
力
』
の
育
成
」
で

は
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を
目

指
し
、
学
力
向
上
策
の
着
実
な

展
開
と
し
て
、
新
学
習
指
導
要

領
の
趣
旨
等
に
係
る
教
職
員
の

確
実
な
理
解
と
実
践
、
学
び
の

質
を
高
め
る
授
業
改
善
を
推
進

し
ま
す
。

　

道
徳
教
育
の
充
実
と
し
て
、

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
図

り
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
中
学

校
に
お
け
る
道
徳
の
教
科
化
に

向
け
た
着
実
な
準
備
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
体
制
の
充
実
と
し

て
、
市
長
部
局
に
新
設
さ
れ
る

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
教
育
相
談
室
の
連
携
を
強

化
し
、
子
育
て
期
全
般
に
わ
た

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
づ

く
り
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
対
策
で
は
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
、
解
決
に
向

け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考

え
、
話
し
合
い
、
行
動
す
る
機

会
を
設
定
す
る
な
ど
、
目
標
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

不
登
校
対
策
で
は
、
不
登
校

の
未
然
防
止
、
学
校
復
帰
に
向

け
た
持
続
可
能
な
学
校
支
援
体

制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

食
育
の
推
進
で
は
、
実
際
の

給
食
調
理
作
業
の
見
学
や
研
修

室
で
の
食
に
関
す
る
講
習
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
物

に
つ
い
て
生
産
農
家
等
と
連
携

の
う
え
、
計
画
的
に
使
用
し
、

食
育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

社
会
の
進
展
に
対
応
で
き
る

教
育
の
推
進
と
し
て
、
小
学
校

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
行
い
、

様
々
な
教
育
シ
ー
ン
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
で
は
、

中
学
校
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特

別
支
援
学
級
を
福
生
第
一
中
学

校
に
開
設
し
、
発
達
障
害
教
育

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

英
語
教
育
の
推
進
で
は
、
中

学
校
に
お
け
る
英
語
に
よ
る
英

語
の
授
業
へ
の
質
的
向
上
や
公

費
に
よ
る
英
語
検
定
の
受
験
、

外
国
語
指
導
助
手
の
常
駐
化
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ふ
っ
さ
っ
子
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
事
業
で
は
、
平
成
29

年
度
の
事
業
内
容
の
検
証
結
果

に
基
づ
き
、
宿
泊
施
設
や
研
修

内
容
等
を
変
更
し
、
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

基
本
方
針
２
「
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

福
生
第
一
、
第
二
、
第
五
小
学

校
を
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
指
定
し
、
制
度
に

つ
い
て
学
校
や
地
域
の
理
解
促

進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
安
全
対
策
と
し
て
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
見

守
り
事
業
委
託
を
継
続
し
、
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
児
童
等
の
安

全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
第

一
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
整
備

を
行
い
、
習
熟
度
別
少
人
数
指

導
な
ど
き
め
細
や
か
な
指
導
展

開
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
32

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

教
室
増
築
の
実
施
設
計
・
工
事

を
進
め
ま
す
。

　

学
習
環
境
等
の
整
備
充
実
と

し
て
、
小
・
中
学
校
新
入
学
児

童
・
生
徒
学
用
品
費
を
入
学
前

に
支
給
し
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
防
災
食
育

セ
ン
タ
ー
職
員
の
健
康
管
理
等

衛
生
管
理
の
徹
底
、
施
設
・
機

械
の
適
切
な
管
理
点
検
を
実
施

し
、
年
間
を
通
じ
て
、
安
全
で

安
心
な
お
い
し
い
学
校
給
食
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

基
本
方
針
３
「
生
涯
学
習
社

会
の
推
進
」
で
は
、
平
成
31
年

度
に
供
用
開
始
予
定
の
新
扶
桑

会
館
整
備
事
業
に
お
い
て
、
管

理
方
法
の
調
整
や
備
品
等
の
充

実
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
円
滑
に
実

施
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
で
は
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
啓
発

の
た
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年

を
目
標
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ

ー
等
の
招
致
、
啓
発
を
図
る
と

共
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
民
館
事
業
で
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

階
層
を
対
象
に
、
魅
力
あ
る
各

種
講
座
や
事
業
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

図
書
館
事
業
で
は
第
三
次
福

生
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
読
書
環
境
の
充

実
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
の
更
な
る
推
進
を
図
り
ま

す
。

　

基
本
方
針
４
「
地
域
の
教
育

力
向
上
」
で
は
、
家
庭
の
教
育

力
、
児
童
の
家
庭
学
習
力
を
高

め
る
た
め
、
研
究
的
視
点
を
用

い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
家

庭
学
習
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
有

効
性
を
高
め
る
実
践
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
力
向
上

で
は
、
他
部
署
と
の
連
携
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
実
態
に
沿
う
形

で
の
連
携
の
質
も
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
に
よ
る
「
人
づ
く
り
」

こ
そ
が
、
持
続
的
に
発
展
す
る

福
生
市
を
創
る
こ
と
で
あ
り
、

教
育
は
未
来
へ
の
投
資
で
す
。

「
福
生
市
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
、

学
び
続
け
た
い
ま
ち　

ふ
っ

さ
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
福
生
市
の
教
育
の
持
続
、

発
展
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
９
回
中
学
生「
東
京
駅
伝
」

第
９
回
中
学
生「
東
京
駅
伝
」

大
会
大
会  

結
果
報
告

結
果
報
告

　

２
月
４
日
㈰
に
味
の
素
ス
タ

ジ
ア
ム
・
都
立
武
蔵
野
の
森
公

園　

特
設
周
回
コ
ー
ス
に
お
い

て
、
第
９
回
中
学
生
「
東
京
駅

伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
回
の
合
同
練
習
を
行
い
、
福

生
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。

　

今
回
も
市
長
、
教
育
委
員
も

応
援
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

男
女
計
42
名
の
選
手
が
福
生
市

の
代
表
と
し
て
、
最
後
ま
で
襷

を
つ
な
ぎ
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

女
子
チ
ー
ム
は
、
福
生
市
歴

代
の
最
高
記
録
を
樹
立
し
、
特

別
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

問
合
せ  

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
５
５
１
・
１
５
３
８

たくさんの応援、ありがとうございましたたくさんの応援、ありがとうございました

平
成
30
年
度

福
生
市
教
育
方
針

● ICT機器を通常教室や体育館で活用できるよう、小学校校内LANの環境を整備します。
また、パソコン教室のノート型パソコンをタブレット型端末へ更新し、学校 ICTのさら
なる推進を図ります。

● 小学校へのALT（外国人指導助手）の配置日数を倍増します。また、実用英語技能検定
（英検）について、中学校３年生全生徒に加え、小学校６年生全児童に公費による受験
を実施します。

● 学校教育環境の向上を図るため、老朽化した空調機の更新を行います。平成30年度は、
福生第三小学校（講堂）と第五小学校の工事と、第六小学校と第三中学校の設計を行い
ます。

● 学校給食センターにおける各種設備の保守メンテナンス等を実施し、安全な学校給食を
提供します。また、食物アレルギーを持つ児童・生徒に対し、特定のアレルゲンを除去
した食物アレルギー対応給食を提供します。

● 福生消防署の建替工事にともない、現在の扶桑会館用地を東京都に無償貸与するため、
扶桑会館の代替え施設の新築工事を行います。

● 中央図書館の利用者が安全で快適に利用できるよう、空調設備等を更新するにあたり、
調査・検討等を実施します。

● 学校と地域の一層の連携を目指して、福生第一、第二、第五小学校をコミュニティ・ス
クールに指定します。

● 家庭での学習が困難であったり、学習習慣が十分についていない児童・生徒に対して、
放課後に地域と学校の連携・協働による学習支援を、対象校を増やして実施します。

教育総務費　４億 2,161 万６千円
教育委員会とその事務局、小中学校の教育指
導に要する経費

小学校費　９億 218万１千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

中学校費　２億 5,273 万７千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

学校給食費　３億 9,906 万９千円
学校給食の調理及び設備に要する経費

社会教育費　10億 2,079 万１千円
公民館、市民会館、図書館、プチギャラリー、
茶室の運営や、青少年の健全育成、文化財保
護などに要する経費

保健体育費　２億 6,463 万２千円
体育館及び屋外体育施設の管理、スポーツの
推進事業に要する経費

　平成30年度福生市一般会計予算244億円が３月の市議会定例会で認定されました。
そのうち教育費は13.4％の32億6,102万6千円の予算額となりました。

平成30年度教育費予算の内訳平成30年度教育費予算の内訳

教育総務費
12.9％

教育費
32億 6,102 万

6千円

保健体育費
    8.1％

小学校費
27.7％

中学校費
7.8％学校給食費

12.2％

社会教育費
  31.3％

平成30年度実施計画から主な取組を紹介します平成30年度実施計画から主な取組を紹介します


